
(6) 

師

4
し
た
ア
ツ
リ
1
ゴ
・
ポ
ー

ゆ
ラ
先
生
(
テ
ノ
ー
ル
)
の
ア
リ
も
う

一
つ
の
た
か
ら
も
の
、

“
ア
仰
木
で
、
実
に
名
盤
。
東
京
芸
写
真
集
の
方
は
、
世
界
的
ソ
プ

“
術
大
学
で
も
教
べ
ん
を
執
ら
れ
ラ
ノ
歌
手
ミ
レ
ッ
ラ
・
フ
レ
I

C

・.... 

平成6:<李5月 15日広報ひらつか

元気に子ども大会
市内各地で子ども大会が聞かれ、親子

でゲーム、ウオークラリー、体力測定な

ど、楽しいひとときを過ごした。

。
••••• “

私
の
た
か
ら
も
の
は
、
一
枚

"
の
レ
コ
ー
ド
と

一
冊
の
写
真
集

・
で
す
。
レ
コ
ー
ド
は
、
私
の
二

度
目
の
イ
タ
リ
ヌ
留
学
の
時
に

た
ポ
l
ラ
先
生
で
す
が
、
こ
の

離
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
解
説
は
私
が

日
本
語
訳
を
し
て
い
ま
す
。

-
初
級
太
極
拳
教
室

平
塚
無
限
太
極
拳
同
好
会
で

は
、
中
学
生
以
上
を
対
象
に
太

極
拳
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
る
。

マ
日
程

5
月
四
日

S
6月
n

日
の
毎
週
水
曜
日
、
全
6
回

マ
時
間
午
後
7
時
3
9時

マ
会
場
総
合
体
育
館
第
2
武

道
場

マ
費
用
三
千
円

問
い
合
わ
せ
は
、
閉
会
事
務

局
(
包
括
幻
l
七
ニ
四
一
)へ。

・
剣
道
少
年
を
募
集

港
剣
道
少
年
団
で
は
、
団
員

を
募
集
し
て
い
る
。
対
象
は
四

歳
か
ら
成
人
ま
で
。
練
習
日
は

毎
週
月
眠
日
と
金
曜
日
の
午
後

七
時
か
ら
八
時
三
十
分
ま
で
港

小
学
校
体
育
館
で
。
入
会
金
は

一
千
円
、
月
会
費
は

一
千
五
百

円。
問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
事
務

局
(
電
話
幻
|
一
三
ニ
ニ
)
へ
。

・
女
声
合
唱
団
員
募
集

-フ

・
カ
ン
パ
ネ
ラ
で
は
、
団

員
を
募
集
し
て
い
る
。

歌
う
喜
び
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

楽
し
む
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ。

練
習
は
毎
週
月
曜
日
の
午
前

九
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
零
時

十
五
分
ま
で
、
紅
谷
町
稲
元
楽

器
庖
四
階
ホ
ー
ル
で
。
保
育
場
所

有
り
。
月
会
費
は
五
千
五
百
円
。

。
譲
り
ま
す

①
有
料

男
子
学

生
服
(
二
宮
高
、
神
田
高
、
神
明

中
)
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
男
児
ス

キ
l
ウ
ェ
ア
、

子
供
服
(
男
女
)
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト
、
ベ
ビ
l
ベ

ッ
ド
、
マ
マ
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、
コ

ン
ビ
ラ
ッ
ク
、
こ
た
つ
、
コ
ー
ヒ

ー
メ
ー
カ
ー
、
沼
気
炊
飯
器
、
食

器
乾
燥
開
曲
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
ガ
ス

ニ
の
も
の
。
ど
ち
ら
も
日
本
で

は
私

一
人
し
か
持
っ
て
い
な
い

の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

レコードと写真集
臼木とし子さん(高村)

第 52フ望号

オ
ペ
ラ
が
盛
ん
な
イ
タ
リ
ア

で
す
が
、
私
が
住
ん
で
い
た
モ

デ
1
ナ
に
は
、
こ
の
二
人
を
始

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
ス
キ
1
キ
ャ

リ
ア
、
百
科
事
典

(却
巻
)
、
自

転
車
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
タ
イ
ヤ
チ

ェ
ー
ン
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ひ
な

人
形
、
エ
ア
コ
ン
、
パ
イ
プ
式
布

団
干
し、

ニ
段
ベ
ッ
ド
、
琴
(
練

習
用
)
、
ル
ー
ム
ウ
ォ
l
カ
l

②
無
料

ラ
ン
ド
セ
ル
、
お
ま

る
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、
テ
レ
ビ
、
匂

アリア集を手にする白木さん

.

.

.

.

.

.
 0
 

め
パ
ヴ
ァ
ロ
ッ
テ
ィ
や
カ
パ
イ

“

ヴ
ァ
ン
ス
カ
な
ど
有
名
な
オ
ペ

“

ラ
歌
手
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

h

平
塚
に
も
オ
ペ
ラ
・
フ
ァ
ン
=

は
た
く
さ
ん
い
る
で
し
ょ
う
か
=

ら
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
聴
=

か
せ
て
あ
げ
た
い
し
、
見
て
い
=

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
=

・
市
民
の
み
な
さ
ん
が
大
切
に
=

し
て
い
る
品
物
を
紹
介
す
る
コ
=

1
ナ
l
。
ペ
ッ
ト
、
盆
栽
、
収
=

鈍
物
、
家
宝
、
記
念
や
思
い

出

=

の
品
々
な
ど
を
二
百
字
程
度
の

=

紹
介
文
に
ま
と
め
て
お
寄
せ
く
=

だ
さ
い
。

=

ο送
り
先

〒
加
平
塚
市
浅
間

崎

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

“

諜
「
私
の
た
か
ら
も
の
」
係

"

------Q 
問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
事
務

局
(
電
話
回
l
一ニ
九
二
三
)へ。

・
剣
修
会
が
会
員
募
集

剣
修
会
で
は
、
会
日
を
募
集

し
て
い
る
。

対
象
は
高
校
生
以
上
で
男
女

は
問
わ
な
い
。
練
習
は
毎
週
土

曜
日
の
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

九
時
ま
で
官
少
年
会
館
剣
道

場
で
。
月
会
費
は

一
千
五
百

円。
問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
事
務

局
(
屯
話
M
l三
八
四

O
)
へ。

・
な
ぎ
な
た
大
会
開
く

平
塚
な
ぎ
な
た
協
会
で
は
、

第
十
四
固
な
ぎ
な
た
大
会
を
聞

く
。
内
容
は
、
演
技
と
紅
白
試

子
レ
ン
ジ
台
、
冷
蔵
庫
、
食
器
洗

い
機
、
洗
躍
機
、
オ
ル
ガ
ン

O
報
っ
て
く
だ
さ
い
ハ
イ
チ
ェ

ア
l
、
子
供
服
、
歩
行
器
、
赤
ち

ゃ
ん
を
入
れ
る
か
ご
、
ブ
ロ
ッ
ク

お
も
ち
ゃ
、
七
五
三
者
物

一
式、

ベ
ビ
1
キ
ャ
リ
ー
、

B
型
ベ
ビ
ー

カ
ー
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
1
ト
、
す

べ
り
台
、
コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク
、
ジ
ャ

ン
グ
ル
ジ
ム
、
マ
マ
コ
1
ト
、
ダ

イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、
二
段
ベ
ッ

ド
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
棚
、
学
押
机

セ
ッ
ト
、
げ
た
箱
、
書
類
棚
、
応

援
セ
ッ
ト
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
ス
テ
レ

オ
、
炊
飯
ジ
ャ
l
、
卓
上
ス
タ
ン

ド
、
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
、
も
ち

つ
き
機
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
ジ

ュ
ー
サ
ー
ミ
キ
サ
ー
、
ガ
ス
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
、
ピ
ア
ノ
、
ス
テ
レ

オ
、
天
体
望
遠
鏡
、
ぶ
ら
さ
が
り

健
康
線
、
剣
道
防
具
一
式
、
笑
顔

器
、
エ
レ
ク
ト
1
ン
、
キ
ー
ボ
ー

ド
、
自
転
車
、
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
、
ひ
な
人
形
、
物
置
、
き
や

た
つ
、
洗
濯
機
ラ
ッ
ク
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト

合
。
見
学
は
自
由
。

マ
日
時

5
月
却
日
(
日
)
午

前
日
時
開
始

マ
会
場
総
合
体
育
館
第
2
武

道
場問

い
合
わ
せ
は
、
同
協
会
事

務
局
(
電
話
出

l
四
八
六

一
)

へ。-
イ
カ
ダ
く
だ
り
募
集

相
模
川
イ
カ
ダ
く
だ
り
の
参

加
者
を
募
集
す
る
。
自
作
の
イ

カ
ダ
で
7
L

イ
デ
ア
を
競
う
も

の
。
遊
び
心
を
取
り
戻
し
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
。

マ
日
時

7
月
幻
自
(
臼
)
午

前
9
時
、
延
期
の
と
き
は
8
月

7
日
(
日
)
時
間
は
同
じ

マ
コ
1
ス
神
川
橋
:
・
馬
入
橋

マ
参
加
条
件
泳
げ
る
こ
と
と

救
命
胴
衣
の
着
用

マ
費
用

1
人
五
百
円
(
保
険

料
)
、
ー
チ
1
ム
五
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
イ
カ
ダ
く

だ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
(
屯

話
幻
|
二
四
八
六
)

-
平
塚
あ
る
く
会

大
自
然
の
中
を
歩
い
て
心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
。

マ
期
日

5
月
四
日
(
日
)
降

水
確
率
刊
軒
以
上
の
場
合
幻
臼

(
臼
)
、
以
後
中
止

マ
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
付

近
、
午
前
7
時
刊
分

マ
コ
1
ス
平
塚
駅
|
熱
海
駅

|
城
ヶ
崎
海
岸
駅
・:
ぽ
ら
納
屋

••• 

門
脇
灯
台
:
・海
洋
公
園
・・・蓮

岩
寺
・
・・とよ・・
・伊
豆
高
原
駅
|

熱
海
駅
|
平
塚
駅

マ
交
通
費
約
二
千
九
百
円

マ
持
っ
て
く
る
物
弁
当
、
水

筒
、
雨
具

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
事
務

局
(
電
話
出
|
三
四
O
ご

-
映
像
サ
ー
ク
ル
募
集

湘
南
映
像
サ
ー
ク
ル
で
は
、

会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

ビ
デ
オ
・
フ
ィ
ル
ム
を
使
い

映
像
を
自
主
制
作
す
る
グ
ル
ー

プ
。
市
民
の
活
動
を
記
録
し
提

供
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
し
て

い
る
。

勉
強
会
は
、
毎
月
第
二
土
昭

日
の
午
後
五
時
三
十
分
か
ら
九

時
ま
で
、
中
央
公
民
館
で
。
月

会
費
は

一
千
円
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
事
務

局
(
電
話

n
l三
八
二
五
)
へ

0

0
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
サ
ー
ク

ル
や
団
体
の
掲
示
板
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
く
み
な
さ
ん
の

ペ
ー
ジ
。
会
員
募
集
、
イ
ベ
ン

ト
案
内
な
ど
を
掲
載
す
る
。

手
紙
や
は
が
き
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
を
。

・
送
り
先
〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

楳

「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

。

。
不
用
品
安
録
情
報
は
、
地
域
づ

く
り
課
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六

三
)
へ
。

昆

回
開
岬
闘

興
味
か
ら
導
く

生
活
経
験
が
あ
る
と
か
乏
し
い
と
か
宮
う

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
障
害
児
学
級
に
通

う
A
君
は
、
車

・
家
電
製
品

・
ス
ー
パ
ー
な

ど
の
広
告
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
時
、

A
君
の
好
き
な
品
物
の
広
告
を

切
り
抜
い
て
カ
l
ド
に
一
枚
ず
つ
は
り
、
い

く
つ
か
の
絵
カ
l
ド
に
し
ま
し
た
。
三
本
の

棒
を
用
意
し
カ
l
ド
を
指
す
作
業
を
繰
り
返

す
う
ち
、
「
こ
と
ば
」
と
「
文
字
」
と
の
対

応
や
目
と
手
の
動
き
が
次
第
に
上
手
に
な

り
、
着
席
し
て
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
数
十
枚
の
カ
1
ド
を
や
り
遂
げ
る

と
A
君
は
満
足
そ
う
な
笑
顔
を
見
せ
、
自
信

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

障
害
児
教
育
に
携
わ
る
者
は
、
子
供
が
特

に
興
味
を
持
つ
こ
と
を
見
つ
り
、
そ
れ
を
手

が
か
り
に
し
て
教
材

・
教
具
の
工
夫
や
開
発

oo--4

河川越

。。if
d
h

を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
度
も
作
業
を
繰

り
返
す
よ
う
に
し
ま
す
。
子
供
は
、
興
味
を

も
っ
て
く
る
と
少
し
で
も
集
中
し
て
や
ろ
う

と
し
ま
す
。
手
を
使
い
、
耳
を
使
い
、
目
を

使
い
ま
す
。
そ
し
て
周
り
の
友
達
が
や
っ
て

い
る
様
子
を
見
て
、
ま
ね
を
し
て
み
よ
う
と

い
う
意
欲
や
気
持
ち
が
生
ま
れ
ま
す
。
ま
ね

を
す
る
こ
と
で
体
験
を
し
、
自
然
に
経
験
を

広
げ
る
と
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
子
育
て
を
し
て
い

く
上
で
、
よ
く
見
か
け
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

日
々
の
生
活
の
中
で
子
供
の
興
味
を
生
か

し
、
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
生
活
経

験
が
広
が
る
よ
う
、
親
と
し
て
上
手
な
支
援

の
仕
方
を
学
ん
で
い
く
よ
う
心
掛
貯
た
い
も

の
で
す
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
善
小
学
校
北
側

・
電
話
お
i
六
O
二一

湖南ひらコかミスセタコンテスト
ミス七夕の募集 3人
。 資格 ①県内に在住、在学、在勤する

日本国籍を有する未姉女性②18歳から

25歳までの方(6月 5日現在)

※ただし、以前にミス七夕、七夕の星に

滋ばれた方及び他市町村のミスは除く

。募集期限 5月18日(水)まで ~~;，\ 品 川

‘ '  
。 申 し込 み 住所、氏名、 生 年月日、職 ，.7t~， 、、ふ
立長(勤務先)、fU:話番号、身長、体重を』シ ).，~ w 
記入して、写真(サービスサイズ全身) 調F 沸:rJ:J

を同封のうえ 「〒254 平塚市洩間町 9 =ス七夕コンテスト
- 1 湘南ひらつか七夕まつり尖行委只 ~ 

6月 58(日)午前10時市民センター会事務局」 へ

・問い合わせ 開業観光課(内紛~549) 七夕まつり

愛・J3¥れ愛・だすけ愛
1111111111111111とどけ心に/1111111111111111

福祉施設、福祉団体などが協力

し、すべての人が福祉を理解しあ

い、 手 を取り升って「心ふれあうま

ちづくり」を求めて開催します

く〉期日 6月 5日(日)

午前10時~午後 2時 30分

総合公園出会いの広場

縁円、バザー、施設紹介、芸

能等

・問い合わせ

平塚市社会福 祉協議会

。会場

。 内容

ふれ愛まコり

7 月 7 日(木)~ll 日(月)
Vn~.533 2333 
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第

a
u

抑
制
嶋
崎
養
護
祭
器
霊
祭
器
鱒
嶋
崎
蜘
舘
崎
祭
器
嶋
崎
祭
器
お
お
お
お
お
嶋
崎
祭
器
滅

乳
鈎
児
の
健

康
診
断
で
す

広報ひらつか

マ

受

付

午
後
1
時

3
2時

マ
会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
持
参
す
る
物
母
子
手
帳
、

筆
記
用
具
、
歯
ブ
ラ
シ

(1
歳

6
か
月
児
の
み
)

-3か
月
完

・
6
月
1
日

6
年
2
月
1
日

s
m日
生
ま
れ

-
6
月
日
目

6
年
2
月
日
日

1
初
日
生
ま
れ

-
6
月
幻
自

6
年
2
月
幻
自

i
m日
生
ま
れ

-1歳
6
か
月
児

・
6
月
7
日

4
年
ロ
月
1
日

t
m日
生
ま
れ

-
6月
M
臼

4
年
ロ
月
日
日

3
羽
田
生
ま
れ

-
6
月
れ
臼

4
年
ロ
月
幻
自

t
p
幻
自
生
ま
れ

-3歳
児

・
6
月
2
日

3
年
4
月
1
日

1
m門
生
ま
れ

平成6年 5月 15日

"--

〈フ〉

-
6
月
日
日

3
羽
田

-
6月
幻
自

3
年
4
月
幻
自

1
初
日
生
ま
れ

マ
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン

タ
ー
(
包
括
討

|
O三
一
一
)

3
年
4
月
日
日

育
児
教
室
開
く

マ
日
程

・
内
容

・
6
月
3
白
(
金
)
離
乳
食
の

す
す
め
方
、
楽
し
く
子
育
て
を

・
7
月
1
日
(
金
)
赤
ち
ゃ
ん

に
多
い
病
気
と
育
児

マ
時
間

午

後

1
時
却
分

1
3

時マ
対
象

5
年
ロ
月
1
日
か
ら

6
年
1
月
白
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
乳
児
の
お
母
さ
ん

マ
問
い
合
わ

せ

先

健

康

課

(
内
線
二
五
九
)

乳
幼
児
歯
科
相
談

2
歳
6
か
月
ま
で
の

マ
対
政

乳
幼
児

マ
会
場

平
塚
保
健
所

マ
日
程

6
月
6
日
(
月
)、

初
日
(
月
)

マ
時
間
午
前
9
時

s
m時

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電

話
ロ

l
O
一
三
O
)

虫
歯
予
防
教
室

マ
対
象

6
月
中
に
8
か
月
か

ら
1
歳
に
な
る
乳
幼
児
の
母
親

マ
日
時

6
月
8
日
(
水
)
午

前
凶
時

5
日
時

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
持
参
す
る
物
母
子
手
帳
、

銀
記
用
具

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
保
健

所

(
一屯
話
詑

|
O
一一ニ

O
)

話
詑

1
0
一一ニ

O
)
予
約
制

回
親
父
親
教
室

【

6
月
の
日
程
】

マ
前
期
(
妊
娠
6
か
月
ま
で
の
方
)

・
6
日

(
午
後
1
時
初
分

5
4

時
)
歯
の
衛
生
、
妊
婦
体
操

-
U
日
(
午
前
叩
時
初
分

1
午

後
2
時
)
妊
娠
中
と
産
後
の
栄

設
、
調
理
実
習
と
試
食

・
口
日
(
午
後
1
時
却
分
1
4

時
)
赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方

マ
後
期
(
妊
娠
8
か
月
以
降
の
き

・
初
日
(
午
後
1
時
却
分
1
4

時
)
お
産
の
進
み
方
と
産
後
の

過
ご
し
方
、
呼
吸
法

-
M
目
(
午
後
1
時
却
分

3
4

時
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赤
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ゃ
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実
習

マ

会

場
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(
6
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初
日
)
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手
ふ
き
タ
オ
ル

(日
ロ
と
M
臼
)
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エ
プ
ロ
ン

と
三
角
布
(
日
日
)
、
手
鋭
と

歯
ブ
ラ
シ
と
コ
ッ
プ

(
6
日
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
健
康
課

(
内
線
二
五
九
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ωの
健
康
相
談

マ
日
程

5
月
四
日
(
水
)
、

加
日
(
火
)
、

6
月

1
日

(
水
)
、

M
日
(
火
)

マ
時
間
午
後
1
時
却
分
5
3

時
却
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
心
や
ア
ル
コ
ー
ル
等

の
悩
み
を
持
つ
本
人
、
家
族

マ
相
談
担
当
者
精
神
科
医
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
(
訪
問
も
可
)

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
屯

子
供
に

と

っ

て

睡

断

で
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。

眠

は

、

単

に

疲

労

回

睡

眠

の

形

が

で
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復

の

た
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け

で
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眠
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や
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眠

っ
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い
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問

す

い

郡
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を

つ

く
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に

成

長

ホ

ル

モ

ン

が

皐

寝

早

起

き

の

習

慣

分

泌

さ

れ

、

成

長

・

を

つ

け

さ

せ

た
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。

発

育

に

重

要

な

役

割

最

近

大

人

の

就

寝

時

を
も
っ
て

い

る

。

聞

が

退

く

な

っ

て

き

赤
ち
ゃ
ん
は
、
生

子

供

の

睡

眠

時

間

て
い
る
が
、
そ
れ
に

後

一
か
月
ご
ろ
に
な
る
と
、
お
な
か
が
す
い
子
供
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
気
を
っ

た
刺
激
で
目
を
党
ま
し
、
排
出
し
、
ま
た
眠
廿
た
い
。
ぐ
っ
す
り
眠
る
た
め
に
は
遊
び
や

る
こ
と
を
二
、
三
時
間
お
き
に
繰
り
返
す
。

外
気
浴
に
よ
り
、
適
度
な
疲
労
状
態
を
つ
く

外
見
は
昼
夜
ほ
と
ん
ど
眠
っ
て
い
る
が
心
配
る
こ
と
も
大
切
で
、
そ
こ
か
ら
よ
り
よ
い
眠

は
い
ら
な
い
。
あ
る
程
度
決
ま
っ
た
時
聞
に
り
が
得
ら
れ
、
健
や
か
な
子
供
の
発
育

・
発

昼
寝
が
と
れ
、
夜
睡
眠
す
る
よ
う
に
な
る
の
遣
が
促
さ
れ
て
い
く
。
よ
い
眠
り
と
よ
い
自

は
四
か
月
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。
睡
眠
時
間
は
党
め
を
整
え
、
子
供
に
あ
わ
せ
た
生
活
リ
ズ

個
人
差
が
あ
り
、
寝
起
き
の
機
嫌
の
よ
さ
や
ム
を
つ
く
る
よ
う
に
心
掛
貯
て
欲
し
い
。

動

き

の

活

発

さ

な

ど

か

ら

、

睡

眠

不

足

が

判

(

健

康

碑

)

5月27日(金)

午後6時開演

市民センター

・入場無料

・ゲスト歌手

ピクター所属

高井真由美

・司会{漫談家)

トニー

第38回労働祭勤労者のど自慢大会小比類巻1J\1まそろ~~tr-~

山ふ一司
来場者に抽選で

ビッグプレゼン

トが当たります

ゲスト歌手高井真由美

※飛び入り出場希望者は勤労会館(屯話

32-3355)へお問い合わせを

6月30日(木)
開場午後 6時、開演午後 6時 30分

く〉会場市民センターホール

く〉日時

S府4.000円、 A席 3.500円

。前 売 所 市 民 セ ンタ一、チケ ットセゾ

ン、チケットびあ{長崎屋 4階)、ヤン

レイレコード(ラスカ 4階)、稲元盛楽

器応 、サクラ曾1苫本1苫、花水哲I主

-入場料

電 話32-2235

-電電話予約

市民センター
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{hT窪
正
規
講
習
会
1
}

マ
日
程

6
月
日
日

(
土
)
、
同

日
(
土
)
の
全
2
回

・
時

間

午

後
1
時

3
9時

マ
会
場

勤
労
会
館

マ
定
日

加
入

(
先
治
順
)

マ
受
前
料
二
千
二
百
円

{蘇
生
法
正
規
講
習
会
2
}

マ
日
程

6
月
ロ
日
(
臼
)
、
四

日
(
臼
)
の
全
2
回

・
時

間

午

前
9
時

1
午
後
5
時

マ
会
場

中
央
公
民
館

マ
定
員

加
入

(
先
着
順
)

マ
受
講
料
二
千
二
百
円

受
け
付
げ
は
、

5
月
日
目

(
月
)
か
ら
生
活
福
祉
課
(
内
線

一一一

O
)
で。

手帳

平成6年 5月オ 5日

広 報

広報ひらつか

A
V
防
火
管
理
者
の
講
習

av救
急
法
講
習
会
開
く

第 52フ§

防
総
合
訓
練
場

マ
定
員
百
五
十
人
(
先
着
順
)

マ
費
用
二
千
三
百
円

マ
申
込
方
法
消
防
本
部
予
防
課

へ
申
し
込
み
を
。
受
講
希
望
者
に

は
6
月
1
日
(
水
)
ま
で
に
申
込

啓
を
配
布
す
る
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
消
防
本
部
予

防
課
(
電
話
幻
|
三
二
四
O
内
線

一一一+ハ)

A
V
介
護
講
座
を
開
く

男
性
を
対
象
に
、
お
年
寄
り
の

介
護
や
率
い
す
の
操
作
、
病
気
の

特
徴
と
早
期
発
見
な
ど
に
つ
い
て

学
ぶ
講
座
を
聞
く
。

マ
日
程

5
月
山
田
(
土
)
、

n

日
(
日
)
、

m日
(
土
)

・
時
間
午
前
叩
時
(
却
日
は
午

前
9
時
泊
分

)
1午
後
3
時

マ
会
場

伸
生
会
、
中
限
公
民
館

マ
申
込
先

伸
生
会
在
宅
介
盟
支

援
セ
ン
タ
ー
(
屯
話
お
l
七
四

O

O
)
 

-
特
別
減
税
説
明
会
を

午
後
1
時
日
分

t
2

-
第
1
回

時
品
分

.
第
2
回

時
品
分

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
税
務
署

法
人
課
税
第
2
部
門
(
氾
話

n
l

一
四
O
O内
線
五
ニ
ニ
)

午
後
3
時
日
分
3
4

-
薬
剤
の
割
引
販
売
を

市
内
の
薬
品
、
薬
庖
で
は
、
害

虫
等
の
駆
除
の
た
め
の
防
疫
薬
剤

を
割
引
販
売
す
る
。

マ
販
売
期
間

5
月
日
目
(
月
)

1
日
月
日
日

(
火
)

マ
誕
剤
、
価
格
ス
ミ
チ
オ
ン
乳

刑
0
・
5
M
M
(
六
百
五
十
円
)
、

ス
ミ
チ
オ
ン
粉
剤
五
百
句

会一
百

十
円
)
、

D
D
V
P油
剤
1
・
8

M
二
千
四
十
円
)
、
殺
そ
剤
叩

匂
(
百
十
円
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
硝
境
衛
生
管

硯
楳
(
内
線
ニ
四

O
)

av身
障
補
装
具
の
相
談

-
時
間

午
後
1
時
1
2時

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
陣
容
福
祉
課

障
害
福
祉
係

(内
線
二
二
三

av代
替
職
員
の
登
録
を

mm
で
は
、
社
会
福
祉
施
般
遊
休

等
代
替
職
員
と
し
て
、
勤
務
で
き

る
方
の
登
録
を
受
け
付
け
る
。

マ
登
録
職
種
保
母
、
右
髄
婦
、

介
髄
円
以
、
保
健
婦
、
狭
母
、
教

母
、
教
盤
、
指
導
円
以
、
セ
ラ
ピ
ス

ト
、
栄
養
士
、
調
理
員

マ
対
象
者
現
在
無
職
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
方
で
、
社
会
福
祉
施

設
に
勤
務
す
る
こ
と
を
希
盟
ず
る

方マ
募
集
期
間

5
月
刊
日

(
月
)

5
幻
臼
(
金
)

マ
問
い
合
わ
せ
先

(内
線
二一

五
)

児
定
福
祉
課

A-図画
コ
ン
ク
ー
ル

マ
応
募
規
定

・
際
組
魚
ま
た
は
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
パ

1
ク
の
風
景
(
た
だ
し
魚
は

淡
水
魚
に
限
る
)

マ
応
募
方
法
作
品
の
裂
に
作
品

謀
(
題
、
学
校
名
、
氏
名
、
学
年
、

年
齢
、
保
邸
者
名
、
住
所
、
包
括

番
号
)
を
添
付
し
て
郵
送
ま
た
は

持
参
す
る

提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
財
団
法
人
神
奈
川
県
フ
イ
ツ

シ
ン
グ
パ
ー
ク

(干
捌
相
般
原
市

下
構
一
九

O
四
・
電
話
O
四
二
七

|
沌
1
0
ニ
ニ
ご

へ。

-
保
険
の
無
料
相
談
を

日
本
町
山
容
保
険
協
会
で
は
、
自

賠
質
保
険
お
よ
び
任
意
自
動
車
保

険
の
請
求
に
つ
い
て
無
料
相
談
を

受
け
て
い
る
。
ご
利
用
を
。

詳
し
く
は、

平
塚
自
動
車
保
険

詰
求
相
談
セ
ン
タ
ー

(
屯
話

M
l

O
六
八
八
)
へ
。

-
園
芸
教
室
を
開
く

マ
円
時

5
月
初
円

(
金
)
午
前

9
時
却
分
1
日
時
加
分

マ
会
場
県
民
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
講
師
園
芸
研
究
家
浅
岡
己

代
治
氏

マ
内
容
花
木
、
庭
木
の
手
入
れ

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
園
芸

相
談
コ
ー
ナ
ー
(
屯
話
お

1
0五

九
三
)

-
家
内
労
働
の
意
識
を

労
働
省
で
は
、
五
月
二
十

一
日

(
土
)
か
ら
三
十
一
日
(
火
)
ま
で

を

「家
内
労
働
旬
間
」
と
定
め
、

家
内
労
働
条
件
の
明
確
化
を
は
か

る
。
家
内
労
働
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
神
奈
川
労
働
基
準
局
賃

金
課
(
電
話
附
l
一一一一

1
七
三

五
四
)
ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
管
磐
ヘ
。

A
V
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
で

は
、
道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
を
開
催
す
る
。

マ
応
募
期
限

7
月
6
日
(
水
)

マ
発
表

8
月
日
日
(
水
)

マ
応
募
先
一

Tm東
京
都
千
代
田

区
飯
田
橋
郵
便
局
留
置
「
道
の
あ

る
風
録
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
係
」

avシ
ロ
ギ
ス
釣
り
大
会

マ
日
時

6
月
5
日
(
日
)
午
前

や

γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γ
・γ上
甲

州

一お
で
丹
羽
司「
問
一
村

J
『

「

l

I

L

-
-

I

L

I

-

-

r

I

l

i

t

i

-

-

r

l

l

t

a

『

村

社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
円
、
コ
ス
モ
ス
の
会
二
千
七

村

や

祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
な
ど
百
八
十
七
円
、
吉
沢
手
芸
ク
ラ

や

川

に
使
わ
れ
る
。

ブ
五
千
円
、
生
協
八
幡
ブ
ロ

吋

州

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
ッ
ク
五
千
円
、
横
内
こ
ど
も

川

+

協
議
会
(
電
話
お

l
二
三
三

の
家
三
千
円
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

+

ゆ

=一)

へ。

(敬
称
略
)
平
塚
生
活
協
同
組
合
八
千
怜

同

マ
社
会
福
祉
基
金
へ
・
八
幡
円
、
神
宮

信

五

千
円
、
鈴
木

引

や

生
活
学
校
一
万
円
、
戸
川

一

ミ

エ
子
一
万
円
、
花
水
朗
友
や

や

枝
十
万
円
、
富
士
見
地
区
災
会
七
千
二
百
八
十
五
円
、
匿

ベ

M
化
推
進
言
会
五
千
円
、
サ
名
公
一
一
件
)
一
万
一
千
百
八
十
村

+

ン
ラ
イ
フ
百
万
円
、
田
村

婦

九

円

や

」『

人
会

三
千
円
、

リ
サ
イ
ク
ル
マ
児
盆
福
祉
へ

・
匿

名

一

ベ

村

巡
動
友
史
官
四
千
九
百
八
十
千
円

村

+

=
一
円
、
信
総
商
事
一
一
一
万
円
、
マ
社
会
福
祉
へ
・
磯
崎
輝
夫

や

+

木
も
れ
陽
五
千
八
百
八
十
二

二

千

円

4

付

円
、
平
塚
商
工
会
議
所
婦
人
会

マ
交
通
遺
児
へ
・
平
塚
市
中

村

+

=
一
十
万
円
、
第

一
生
命
湘
市
労
心
街
イ
ベ
ン
ト
実
行
奈
良
会

や

や

働
組
合
湘
耐
支
部
九
万
一

千
五
万
四
千
五
行
九
円
、
大
西
珊

ベ

吋

六
百
九
円、

吉
田
武

三
万

栄
一
万
五
千
六
百
九
十
八
円

M

+

円
、
魚
忠

一
千
四
百
四
十
八

+

仲

γ
・
γ
・
γ
・
γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γu『

8
時
出
船

マ
場
所
平
塚
浴

マ
定
員

二
百
四
十
人

マ
参
加
費
七
千
円

マ
申
込
期
限

5
月
白
日
(
水
)

マ
申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

沖
釣
り
振
興
連
盟
事
務
局

(
包
括

ωー
=
一
八
二
四

l
O
一
一
一
)

A'不
法
無
線
の
取
り
締
ま
り

郵
政
省
関
東
包
気
通
信
監
理
局

で
は
、

六
月
を

「不
法
無
線
局
取

り
締
ま
り
強
化
期
間
」、
ま
た
、

六
月
一
日
(
水

)
5十
日
(
金
)

ま
で
を

「電
波
利
用
者
保
護
句

閥
」
と
定
め
、
不
法
ア
マ
チ
ュ
ア

局
、
不
法
改
造
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線

等
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
。

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の

助
成
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力

を。
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園

課
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
四
二

五

)

へ

。

(

敬

称

略

)

マ
み
ど
り
基
金
へ

・
新
築
記
念

樹
配
布

一
般
寄
付

三
万
五
千
七

百
七
十
一
円
、
資
源
回
収
協
同
組

合
三
万
八
千
四
百
二
十
四
円
、

平
塚
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
管
理
組
合

一
万
七
百
八
十
円
、
小
林
直
樹

五
千
百
八
十
五
円

九
J
ん

一一
にJ

誤射
V
A

い
か
一党

一…

λυφ

一一緑
あ

・
.H
M
Y

樹
木
を
祭
仇
し
て
い
る
。
希

望
さ
れ
る
方
は
、
み
ど
り
公
園
鯨

み
ど
り
推
進
係
(内
線

四
二

五
)
へ
。

マ
お
譲
り
す
る
樹
木
・
く
ろ
ま

つ
(
樹
高

1
1
2
M、
7
本
)
、

に
し
き
ぎ

(樹

高

2
M
、
-

本
)
、
も
み
じ

(樹
高

1
M、
2

本
)
、
つ
つ
じ
(樹
高

l
M、
4

本
)
、

し
だ
れ
ざ
く
ら

(樹
高

4
M、
-
本
)

な
ど
に
若
干
の
建
物
が
残
る
だ

貯
に
な
り
ま
し
た
。
通
称
パ
イ

ロ
ッ
ト
線
と
い
わ
れ
る
県
迫
六

O
六
号
線
は
、
廠
内
の
幹
線

一

号
道
路
を
利
用
し
た
道
で
あ

り
、
ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
公

園
と
神
奈
中
市
・
壕
営
業
所
を
隔

て
る
文
化
公
園
通
り
は
、
廠
内

に
引
か
れ
た

一
部
引
き
込
み
線

を
利
用
し
た
道
で
す
。

海
市
火
誕
廠
跡
の
碑
は
、
横

浜
ゴ
ム
の
一
角
に
第
二
海
軍
火

薬
廠
を
記
念
し
、
昭
和
四
十
九

年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

(
博
物
館
主
任
学
芸
品
土
井
治
)

横浜ゴム前 「海軍火薬廠跡の碑J

【
救
急
法
正
規
講
習
会
}

マ
日
程

6
月
ロ
白
(
日
)
、

M

日
(
火
)
、
同
日
(
木
)
、

四
日

甲

極

防

火
管
理
者
資
格
取
得
希

(
口
)
、
初
円
(
月
)
、
幻

臼

望

者

を
対
象
に
抑
制
山
会
を
聞
く
。

(
水
)
、

M
日
(
金
)
、
初

日

ご

誌

を

。

(
臼
)
の
全
8
回

マ

日

時

・
時
間

平
日
は
午
後
6
時
四
分
・
講
習
会

6
月

幻

口

(

火

)

、

神

奈

川

県

フ

ィ

ッ

シ

ン

グ

パ

1

1
9時
、
日
曜
日
は
午
前
9
時

叩

幻

自

(水
)
午
前
9
時

5
午
後
5

身
体
障
答
者
手
帳
を
所
持
し
て
ク
で
は
、
小
学
生
図
画
コ
ン
ク
1

分

1
午
後
5
時

時

い
る
方
の
楠
装
具
巡
回
相
談
が
開
ル
の
作
品
を
募
集
す
る。

マ
会
場

市
役
所

8
・
E
会
臨

・
実
務
訓
練

6
月

幻

日

(

月

)

「

特

別

減

税
」
の
実
施
に
伴
い

か

れ

る

。

マ

募
鈍
資
格
県
内
に
お
住
ま
い

室

、

福

祉

会

館

午

後

1
時
3
5時
給

与

支

払

者

を

対

象

に

、

中

央

公

マ

日

程

・

内

容

5
月
四
日
(
水
)
の
小
学
生

マ
定
只

刊
人

(先
岩
順

)

マ

場

所

・

舗

習

会

M
N
ピ
ル

民
館
で
説
明
会
が
聞
か
れ
る
。

耳

鼻
科
、
お
臼
(
月
)
整
形
ブ
ロ

マ
募
集
期
間

6
月
1
日

(
水
)

マ
受
問
料

一
千
円

日

附

・
実

務

訓

練

平

塚

市
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